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Cloudsat デー タから求めた雲 ・ 降水特性の 統計解析
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1， はじめに

　全球 の雲分布 は，地球放射収支 に 対して 大きな影

響を及 ぼ す，さ らに ，雲種 に よ る放射特性 の 違 い に

より、加熱 ・冷却効果 が 異なる こ とか ら，雲種の精

確な判別が重要で あ る，従来，静止気象衛星 に 搭載
され た 可視 ・赤外 セ ン サ か ら得 られ た データ を用 い

た雲種判別が 行われ て きたもの の，雲頂高度や光学

的厚 さの 情報の み の 判別 に は 限界 が あっ た，い っ ぽ

う，降雨タイ プに よ り雨滴粒径分布が 大 き く異な る

こ とは 古 くか ら知られて い る．レ
ー

ダに よる精確 な

降水量推定 の た め
， 降水 タ イ プ の 分類 手 法 が 発 展

し，熱帯降雨観測衛星 （TRMM ）で は，降水の 三 次

元分布か ら降雨 タイプを推定するア ル ゴ リズ ム が 開

発 され た．2006 年，雲 レ
ーダ （CPR ）が 搭載 され

た Cloudsat衛 星 が 打 ち上 げられ，雲の 鉛直分布を

得 る こ とが可能 とな り，雲の内部構造 を 元に した 雲

種 判 別 が 可 能 とな っ た．本 研 究 で は，CPR に よ る

雲種判別 の 初期段階 と して，PR2A23 ア ル ゴ T丿ズ ム

を CPR に 適用 し， 各 パ ラ メ
ー

タ抽出の 妥当性を検

証 した．

2． デ
ー

タおよび手法

　Cloudsatデ ータ に よ る 雲 ・降水特性 の 抽 出 に

は，TRMM 　PR2A23 　V −method の ア ル ゴ リズ ム

（Awaka 　et　al．2007）を Cloudsat　2B −GEOPROF
プロ ダクトの レ

ー
ダ反射強度デ

ー
タに 適用 した．た

だ し ，
2A23 の 0 ℃ 高度推定 で 用 い られ て い る地 表

面温度 の 気 候値デ ータの 代 わ りに JRA25 の 鉛直気

温 ・ジ オ ポテ ン シ ャ ル高度 デ ータ を用 い
， TRMM

PR と Cloudsat　CPR の 周 波数 の 違 い に よ る反射

特性 の 違 い を考慮 して，一
部 パ ラ メー

タ算出 に 際 し

て 閾値を変更 した．表 に 雲
・
降水特性パ ラメ ー

タの

一
覧 と変更点 を 示す．両者 の パ ラ メータの 比較 に は

2D −CLOUDSA 工一TRMM プロ ダ ク ト （両セ ン サ の

観測領域が 50分以内に 交差 した データ をそ れぞれ

同
一

フ ァ イ ル に 纏 め た もの ）を，全球 の 統計解析 に

は 2B−GEOPROF プロ ダク トを入力デ
ー

タとして

用い た．

一
部 で 高度の 変動 が み られ る も の の ，freezHJRA

の 250−500m 下部に存在して お り，目視で BBH と

推測 さ れ る部分は十分な精度で検出さ れ て い る，
CloudType の 分類方法 は簡便な方法 で は あ る も の

の ，反射強度 の 大きな対流雲 とそれ以外の 雲 ， ブ ラ

イ トバ ン ドを伴 う層状雲 に分類されて い る．PR の

RainType と比較す る と
， 水平解像度 が 細か い た め

PR の ピ クセ ル 内の 細部情報が 得 られて い る，
　 PR の freezHと実際 の 0 度高度 との 乖離 が 大 き

くな る （Yamamoto 　et 　aユ．2006）冬 季中緯度の 降水

シ ス テム に対 して，PR の freezHと BBH ，　 CPR の

freezHJRA と BBH の 出現頻度分布を取っ た と こ

ろ，PR は freezHが 低 い ほ ど BBH との差 が広 が る

傾向が 見 られ た が，CPR は freezHJRA の高度に よ

らず BBH との 高度差 の 分布が
一
様で あ っ た，

　本 発 表 で は，こ れ ら の 検証 結果 に 加 え，降雨 ・無
降雨雲 や 背 の低 い 雲の 出現頻度分布の 比較結果等 に

つ い て も報告す る 予定で あ る，
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図 ：20e7 年 9 月 上 日 19 ；25UTC 前 後 に 16QN　96°E 付近

で 交差 した （a ）TRMM 　PR お よび （b）Cloudsat　CPR の

レ
ーダ反射強度 （コ ン ター

），freezHお よび freezHJRA

（点線）．BBH （太 実線），　 RainType お よび CloudType

（上部実線）．

3． 結果

　図 に ，CPR 反 射 強 度 の 鉛 直 分 布 か ら 求 め た

freezH，　BBH ，　 cloudType と， ほぼ 同 時間に 交差 し

た PR の 対 応パ ラ メータ の
一

事例 を 示す，　 BBH は ，
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表 ： PR2A23 に 対応す る主な雲パ ラ メ
ー

タの
一

覧と変更点．
TRMM 〆PR 　 Cloudsa七／CPR 　 変更点 等

rainFlagrainType

freezHHBBstQrmH

cloudFlag

cloudType

freezHHBBcloudH

CPR −Cloud−mask か ら certain ，　pQssible を特定

〉−method の み 適用．　 Zmax ＞ 15dBZ を convective

JRA25 の データ を使用

freezH＝1km ，　 Zmax ＞ 10dBZ ，上 方へ の Z の 減少率を下方修正

CPR −Cloud−mask を使用
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